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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和３年６月11日（金）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．14番 荻野 利明 

                   ２．２番 加藤 治司 

                   ３．10番 佐原 佳美 

                   ４．４番 三上  元 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、１番 荻野利明君、２番 加

藤治司君、３番 佐原佳美さん、４番 三上 元君

と決定いたします。 

 初めに、14番 荻野利明君の発言を許します。そ

れでは、14番 荻野利明君。 

  〔14番 荻野利明登壇〕 

○14番（荻野利明） 14番 荻野利明。私は日本共

産党を代表して一般質問を行います。 

 今回は、議長から自粛をするようにと言われてい

ますので、質問は１問だけとさせていただきます。

よろしくお願いをいたします。 

 まず質問１問目、質問しようとする背景や経緯。 

 ＧＩＧＡスクール構想において、全ての児童生徒

に端末が渡されるが、保護者からは端末を破損した

り紛失した場合、誰が負担するのか心配する声が聞

かれます。全国でも保護者に一切負担を求めないと

ころや、一部負担を求めるところなどあるようです。 

 そこで、湖西市教育委員会はどう対応するのか伺

いたいと思います。 

 質問の目的。 

 児童生徒に端末を持たせ、破損・紛失したら親の

責任ではたまったものではありません。子供のやる

ことですから、どんなことが起きるか分かりません。

親への負担は絶対求めないことが必要だと考えます。 

 質問事項まず１点目、学校内での破損や紛失につ

いてどう対応するのか伺いたいと思います。お願い

します。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育次長。 

  〔教育次長 岡本 聡登壇〕 

○教育次長（岡本 聡） お答えいたします。 

 タブレット端末を学校の学習活動で使用するに当

たって、全ての児童生徒に使い方や安全な使用につ

いての注意点などをまとめた文書を配布し、ルール

を守って大切に使うよう説明しています。 

 破損・紛失した場合の負担については、ルールを

守った通常使用の範囲内であれば、市の予備端末に

交換して対応するなど、保護者の負担は考えており

ません。しかし、故意または故意と同程度の重大な

過失があった場合は、状況を十分に確認した上で、

保護者に負担をお願いすることも考えています。 

 今のところ、学校内で端末を使用できるのは先生

の指示や許可があるときだけで、このような負担を

お願いするケースは少ないと考えております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） 答弁ありがとうございました。 

 全国の小中学校に対して、時事通信社が実施した

アンケート調査というのがあるんです。この中を見

ると、一切親には負担を求めない、あるいは一部求

める場合があるというふうなところもあると。です

から、全国様々な状況になっているわけです。 

 そこで、小さな子供たちが何をやるかというのは

分かりません。大人の判断でこれは親の責任だ、負

担させるといったって、子供は本当にそれを自覚で

きるのか、分かるのか、そういう意味で私は負担を

求めないというのが本来あるべきだと思うんです。

しかも、学校が子供たちに持たせるわけですから、

そう思いませんか。絶対に親に負担させない、もし

そういうことをやってたら、親からうちの子供は要

りません、そう言われたらどうしますか。持ってる

子と持ってない子ができちゃいます。そんなことは

学校で想定できません、どうしましょうか、お答え

ください。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 現在のところは、子供たちに対して安全な使用が
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できるようにということで、使い方のルールの文書

を配布しております。その中に、使い方として持っ

たまま走ったり地面に置いたりということはしない

ようにしましょう。それからぶつけるとか上に物を

置くとか、強い力を加えないとかそういったことも

避けてくださいということを伝えているところです。

それから、タブレットのほうは液晶画面でございま

すので、タブレットの画面についても鉛筆など先の

とがったものでこすったりしないようにということ

を伝えております。 

 まだ使い始めでございまして、この4,850台が一

斉に動き出すというのは本当に初めてのことでござ

いますので、どんなことが想定されるかまだまだ見

えないところが多いと思いますので、先生方に常日

頃から使い方の安全ということを徹底していただく

ように指導をお願いしていく中で、使っていただく

ようにということで考えてるとこです。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野君、どうぞ。 

○14番（荻野利明） 幾らルールがあっても破るの

が子供ですよね。絶対守れって言ったって守れない、

それが子供だと思うんです。だから、絶対ルールが

あるから大丈夫だというわけにはいかないと思うん

です。絶対起きますよ、壊したりあるいはなくして

しまったということは、そういう場合でも生徒の不

注意だったら親に責任を取ってもらうというふうじ

ゃ、親のほうはこんなもの要らんということになっ

ちゃいますよ。だから、端末を持ってる子と持たな

い子が出る、そんなことは絶対あっちゃいけないこ

とです。ルールがあるから絶対大丈夫だなんて言え

ますか、どうですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 実はいいますと、この質問を通告していただいた

５月末には既に使い始めを皆さん、各学校はされて

いたんですが、６月に入りまして実はある小学校で

一度やはり落ちてしまって、液晶画面が破損したと

いう事例がございました。それについては、外で写

真を撮ろうということで、カメラ機能を使って写真

を撮るということをしていたそうなので、通常の使

い方をしていたということで、市で持ってる予備機

で対応するというふうな方針にさせていただきまし

たので、恐らく学校で使っている間は本当に故意に

投げてしまったり、水の中につけてしまったりそう

いうことがなければ、基本的には学校の予備機で対

応していくという方針でおります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） 基本的に、子供ですから端末

を投げるとかそういったことも当然あると思うんで

す。ですから、その辺も含めて親には負担させない、

学校で責任を持つというふうにしていただきたいと

思います。 

 では２点目、これを今度は学校外で紛失あるいは

破損した場合はどうなるのか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 現時点のタブレット端末の使用については、操作

や使用方法に慣れることを目的に進めておりまして、

学校内での使用に限っています。今後は、持ち帰り

による家庭での使用も検討していくことになります

が、先生の指示がなくても自由に使用できるように

なり、学校内での使用に比べ破損や紛失の可能性が

高くなることが見込まれます。その場合の対応につ

いては、学校内の対応と同様にルールを守った通常

使用の範囲内であれば、市の予備端末に交換するな

ど保護者の負担は考えていませんが、故意または故

意と同程度の重大な過失があった場合には、状況を

十分に確認した上で、保護者の負担をお願いするこ

とも考えています。 

 なお、持ち帰りを始めるに当たって、改めて保護

者への使用のルール、修理・交換などの負担につい

て明記した文書を配布し、十分な周知をすることを

予定しております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） 例えば子供が公園で遊んでた

と、かばんにしても端末にしてもどこかへ置いて忘

れて帰っちゃうということあります。それでそれを

誰かに取られたって、そういうのはどうなるんです

か、親の責任ですか子供の責任ですか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えします。 
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 なかなか様々なケースというのはまだまだ想定さ

れない、今議員のおっしゃったそういったケースも

十分あり得る話になっていくのかなと思いますが、

その辺りは今後どう対応するかを少し考えさせてい

ただきたいと思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） ですから、子供のやることで

すからいろんなケースがこれからもあると思うんで

す。例えば、兄弟げんかで投げちゃったりとかそう

いったこともあるかもしれません。そういったもの

まで、学校が持たして渡したものが破損したりした

ときに、やはりそれは学校の責任において負担をす

るというのが本来だと思うんです。それをやらなけ

れば、場合によっては親もうちの子には持たせない

でくれと言う人が出たらどうしますか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 本当に初めてのこれだけの機械を貸与という形で

お分けをするわけなんですが、だんだん使い慣れて

くるようになりますと非常に便利なもの、学校で学

習するのに本当に必要不可欠なものということが子

供らはだんだん気がついてくると思います。気がつ

いてくるということは、逆にそれを丁寧に扱わなけ

ればいけないということが自覚されると思いますの

で、その段階になると恐らくはこのタブレットを非

常に大切に使っていただける、それが近くそうなる

かと思いますけど、そういったときには破損の割合、

それから紛失といったそういった不注意も間違いな

く減ってくるだろうというふうに思ってるとこでご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） やはりそれでも起きると思う

んです。破損・紛失というのは。あんまり言いませ

んけども、しっかりとその辺検討しておいていただ

きたいということをお願いしたいと思います。 

 次に３点目、親に負担を求めても生活苦などから

負担できないと言われたらどうするのか、やはりコ

ロナ禍で非常に生活苦でいる家庭の方というのは非

常に多いと思うんです。そういったときにどうする

のか、教えてください。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えいたします。 

 タブレット端末の破損・紛失については、故意ま

たは故意と同程度の重大な過失があった場合、状況

を十分に確認した上で、保護者への負担をお願いす

ることを考えています。 

 まずは、そのようなことが起こらないように児童

生徒への使い方や安全な使用など指導を学校にお願

いしているところです。万が一、負担をお願いする

ような場合は、保護者へ十分な説明を行う予定でご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） ですから、そういったルール

とかいろいろあったとしても起きると思うんですよ、

破損とか紛失とか。それを親に負担を求めて、親は

そんなの払えませんと、生活が苦しくて払えません

と、そうなったらどうするんですかということなん

ですよ、ありませんか答えは。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） 基本的には、今後タブレ

ットをある学校では学校でこういったタブレットを

使っているというようなことで一度持ち帰りをして

いただいて、保護者の方にも確認していただくとい

うようなことを言っておられる学校もあります。そ

ういったことで、保護者の方にこれだけ大事なもの

があるんだということを保護者の方に理解をしてい

ただいた上で、先ほど申しましたがタブレットの利

用の注意事項ですとかタブレットの管理、それから

故障や紛失、盗難のときの対応などの記載をした文

書を配布させていただいて、確認のほうを十分して

周知に努めたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） これは言っても始まらないと

いう感じなんですけども、じゃあなくした子供で弁

償できないという子供にはどうするんですか、端末

をなしでやるのか、持ってる子と持ってない子がで

きちゃう、そうすればそれこそ教育の格差へとつな

がってしまうわけなんですけども、その辺はどうし

ますか。 
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○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（岡本 聡） お答えをいたします。 

 まずは日々使うものでございますので、学校に保

管をしてます予備端末を使っていただく中で、その

後の貸与について話合いをさせていただきたいと思

ってます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○14番（荻野利明） とにかく子供のやることです

から、何が起きても不思議じゃないというふうに考

えておく必要があると思うんです。じゃあ、そのと

きに本当に簡単に負担を求めていいのかどうかとい

うことも含めて、検討していただきたいと。ぜひ検

討してもらって、親にはできる限り負担させない。

当然です。学校が持たすわけですから、親が持たす

わけじゃないわけです。子供だって親だって大事な

ものというのは分かると思うんです。それでも何か

起きるのが子供たちだと思うんです。 

 例えばいじめにあって隠された、そういったこと

もあるかもしれない、いろんなケースがあると思う

んです。ですから、そういったことも含めて、また

近い将来、同じ質問をしたいと思いますのでぜひ検

討しておいてください。お願いします。以上で終わ

ります。 

○議長（馬場 衛） 特に答弁なくてよろしいです

か。 

○14番（荻野利明） いいです。 

○議長（馬場 衛） 以上で、14番 荻野利明君の

一般質問を終わります。 

 次に２番 加藤治司君の発言を許します。それで

は、２番 加藤治司君。 

  〔２番 加藤治司登壇〕 

○２番（加藤治司） ２番バッターということでよ

ろしくお願いします。 

 主題は、湖西市立地適正化計画、４月に配付して

いただきましたこの計画です。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、今年の４月

から第６次湖西市総合計画が開始されましたが、同

時にスタートした湖西市立地適正化計画は従来の湖

西市都市計画マスタープランを基本にして、今後の

急激な人口減少と高齢化及び厳しい財政状況の対策

としてコンパクトシティ、小さなまちプラス公共交

通ネットワーク構築の考え方を取り入れたまちづく

りを進めることが目的となっております。私も、一

昨年から審議会とか各地区の説明会に参加させてい

ただきまして、いろいろ途中経過も踏まえて勉強さ

せてもらいました。 

 そういう中で、この計画は我々湖西市民にとって

将来の暮らし、今すぐにはいかないかも分かりませ

んけど、こういう考え方で10年、20年たちますと将

来大きな影響が出てくる計画であると思っておりま

す。 

 質問の目的ですけども、第一に今までの湖西市都

市計画マスタープラン、私も３月に質問したんです

けども、そう変わりはないという部長の説明でした

けど私はそうは思わないんです。居住とか都市機能

を誘導するということで具体性が出てきたわけです

から、全然違った内容になったと受け止めています。 

 第二に、その中に特に新居町駅周辺は津波による

浸水想定区域のため、都市機能・居住誘導区域に含

めないとなりますが、今後も住み続ける住民のため

にどのように、危険な地域だ、どうするかというと

こはこの計画にはありません。ですから、この計画

は途中で切れちゃってる計画じゃないかなとそのよ

うに私は受け止めております。本来は、次に続編と

いうか、問題提起されてるわけですから、その後ど

ういうふうにしていこうかというものもこの中に入

れていただきたかったんです。そういうようなこと

に対する質問が今回の質問の内容です。 

 特に今後も住み続ける住民のためにどのようにし

ていったらいいんだろうかということを、住民感情

も踏まえて回答をお願いしたいと思います。 

 質問の１番目ですけども、今言ったようにこの湖

西市立地適正化計画の１ページ目の計画の概要を読

みますと、これまでの行政主導によるインフラ整備

や高度成長時代の土地開発利用から方向転換して、

人口減少下において医療や福祉、商業などの都市機

能増進施設への財政・税制等の支援により、都市機

能や居住立地の適正化（コンパクト化）を図るとあ

りますけども、先ほど言いましたように内容は、相

当具体的に湖西市都市計画マスタープランからの軌



６２ 

道修正になっておりまして、私これが一番気になっ

てるとこは市民にあまり理解されてないうちにどん

どん進んで、私も新居地区の説明会に参加しました

けども、四、五人しか参加されてなくて、コロナ禍

で不要不急の問題なのかは別にしまして、夜でもあ

りコロナ禍の影響でやっぱり外出は控えてる方も多

いという状況の中で、説明会を開かれたものですか

ら相当少なくて、私の見るところ相当な説明不足じ

ゃないかなと思います。 

 １つ目の質問ですけども、今後さらに理解を深め

るために何か検討されてる方策がありましたら説明

をお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 湖西市都市計画マスタープランは、本格的な人口

減少社会を見据え、集約型都市構造を形成し、効率

的な都市経営を目指すこととしています。 

 湖西市立地適正化計画につきましては、将来にわ

たり持続可能でコンパクトな都市形成を目指すため

の具体的な誘導策として計画したものです。 

 湖西市では令和元年度、令和２年度の２か年かけ

て策定作業を行い、本年2021年から2040年までを計

画期間とし、本年４月に公表したところでございま

す。 

 市民に向けた説明につきましては、策定作業の中

で市内５地区において地域別説明会を実施し、関心

の高い市民の皆様の参加をいただきました。 

 計画案につきましては、パブリックコメントを実

施し、市のウェブサイトに掲載するとともに、市役

所庁舎の情報コーナーをはじめ都市計画課の窓口、

新居地域センターなどの公共施設８か所に配架しま

した。 

 13の項目に対しまして、貴重な御意見をいただき、

計画策定の参考とさせていただきました。 

 パブリックコメントの御意見に対する市の考え方

を公表し、市民の皆様には一定程度の御理解を得ら

れたものと考えております。 

 引き続き、湖西市立地適正化計画の必要性につき

ましては、広く周知を図ってまいりたいというふう

に考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今の回答ですけども、今まで

やってきたことを述べられているんですけども、私

が聞きたかったポイントは、これからもう少し分か

りやすく市民に理解を深める方策を検討されていま

すかということなもんですから、これからまだ始ま

ったばかりですのでなかなか的確なお答えが出ない

かも分かりませんけども、これから何をやっていた

だけるんですかということをもう少し説明していた

だけるとありがたいんですけども、いかがでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 新居地区以外の誘導区域を指定されたところに関

しましては、現在、居住誘導の施策を検討してると

ころでございます。新居地区につきましては、今の

ところ浸水区域ということで設定はしておりません

けども、今後また考えていきたいというふうに考え

てます。 

 湖西市立地適正化計画自体の周知ですけども、市

のウェブサイトに今掲載をしております。まだ概要

版のパンフレットが幾つか残っておりますので、希

望者の方は窓口にお越しいただければお渡しできる

と、今はそんな体制を取っておりますので、また概

要版配布につきましては広報こさいや市役所だより

等で周知を考えていきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君、いかがですか。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。概

要版ということで持ってますけど、この真ん中に新

居町駅周辺は大地震で波が来るかもしれない地域な

ので含みませんと、大きな字で書いてあるもんです

からそこが一番問題なんです。これをどうするかと

いうことで今から次の質問に移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですね、どうぞ。 

○２番（加藤治司） ２番目の質問ですけども、新

居町駅周辺は浸水想定区域のため、都市機能や居住

誘導区域に含めないとありますけども、市民の理解
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があまり得られてないというか、これをよく読み込

むということはなかなか難しいもんですから、この

計画のポイントというのをもう少し分かりやすくま

とめて市民に提供していただきたいんです。パブリ

ックコメントのときにも分かりにくいもんで、この

立地適正化計画という言葉自体が分かりにくいもん

で、もうちょっと分かりやすくしてくれという要望

もパブリックコメントの中にありましたよね、そう

いうふうに考えていただきたいんです。 

 今現在はそう大きな影響はないと思うんですけど

も、10年、20年後の将来、既存のいろんな施設、都

市機能増進施設が老朽化した場合、居住をその後も

継続する市民は多くおられると思うんですけども、

交番が今度移りましたけどもああいうイメージで思

ってるんですけども、そういう生活のために必要な

施設、そういうものは浸水想定区域の近くでも浸水

しない場所もあるもんですから、そういうとこに誘

導するということは可能でしょうか、私はたまたま

中之郷のほうに住んでるもんですから、そっちは浸

水地域に入ってないんですけど、また新居地区にも

山のほうとかいろんな考え方はあるんですけども、

これからまだ住み続ける人のための安心材料みたい

な市の考え方をお聞きしたいんです。お願いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 先ほども少しお話をさせていただきましたけども、

国の指針では災害発生のおそれのある地域は、原則

として居住誘導区域に含まないこととされておりま

す。そのため、新居町駅周辺は津波浸水シミュレー

ションにおいて浸水が広範囲にわたり想定されるこ

とから、居住誘導区域及び都市機能誘導区域を定め

ないこととしております。 

 次に、新居町駅周辺の浸水想定区域やその周辺に

都市機能増進施設に該当する医療・福祉・商業施設

等を建設することにつきましては、これまでどおり

現行法の中での用途地域や立地基準に適用した建築

物であれば、建築することは可能でございます。 

 新居地区は生活・活動・交流の中心であります。

地域経済の縮小や低密度化による生活の利便性が損

なわれないよう、空き家活用事業など職住近接を推

進する施策を関連部局と連携して、継続的に実施し

てまいりたいというふうに考えております。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。今、

国の方針という言葉が出ました。私はこの言葉はす

ごく怪しいなと思うんです。国の方針ならどこへで

も行くんですかと、やっぱり国の方針もありますけ

ど住民への配慮というか、最初から言ってますけど

も、少し欠けてるんじゃないですかということを言

いたいわけです。国の方針があれば、新型コロナウ

イルス感染症が蔓延してもオリンピックをやるのか

というのが今問題になってますけども、やっぱりそ

こに湖西市なら湖西市の少しプラスアルファの知恵

を織り込んでいただきたいんです。それを私は言い

たいわけです。 

 次３番目の質問なんですけども。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○２番（加藤治司） 今言ったことに対するたまた

まいい例が今回あります。浸水想定区域に今後も住

み続ける住民への安心情報としての質問です。 

 新居町駅周辺の文化公園西側に、スーパーマーケ

ットを核とした複合商業施設が令和４年末に開業予

定であります。たまたま市が保有してた土地の売却

がほぼ決まったということなんですけども、予定地

は浸水想定区域の真ん中近くにありまして、プロポ

ーザル参加申込みの段階では事業者の提案内容に、

災害時協定の締結が組まれていたと聞いています。 

 そういうようなものを今後クリアして、そこにス

ーパーができると思うんですけども、どのような条

件を満たせば今後も都市機能誘導施設を同地区に移

設することが可能なのか説明願います。さっきはそ

の近くへ建てることを聞きましたけど、今度はその

想定エリア内に建てるということの確認です。よろ

しくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 先ほどの対応とダブってしまう部分がほとんどな

んですけども、湖西市立地適正化計画のほうは都市

機能や居住誘導を促し、生活の利便性が高いコンパ
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クトなまちづくりの指針となるもので、建築物の建

築に係る規制を行うというものではございません。

繰り返しになりますけども、浸水区域内、その周辺

でありましても都市機能誘導施設に該当する医療・

福祉・商業施設等の建設につきましては、用途地域

や立地基準に応じた建築物であれば建築は可能と。

あえて誘導こそしませんけども、現行法の中で適用

な建築物であれば建築が可能であると御理解願えれ

ばと思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。ち

ょっといまいち分からなかったんですけども、この

新しい商業施設の設置可能な条件に限っていうとど

ういうことですか、どのような条件を満たせばでき

るのか、災害時の協定の締結というのはどういう内

容なのかというのをお聞きしたいんです。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 建設が可能というこ

と、条件があって建築可能というお話ではなくて、

今浸水が想定されているエリアの中であっても、今

の都市計画法の用途地域であったり建築基準法の基

準でクリアしていれば、いかなるものも建つことは

可能であると。浸水区域になってますので、誘導施

設というものを市が施策として持ってくる、来てい

ただくという施策は取りませんけども、民間事業者

であったり出店をしたい方でありましたら、現行法

の中で土地利用をいただくというのは何の制限もな

いということでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 部長は専門家でおられるから、

いろいろ頭に現行法が浮かんできて、それに基づい

て言われると思うんですけども、一般に我々みたい

な、勉強不足っちゃ勉強不足ですけど市民はその言

葉だとなかなか受け取りが素直にできないんです。

もうちょっと人に説明するときは、具体性をもって

分かりやすく説明をしていただきたいなと思うんで

ございます。 

 いずれにしましてもこれから始まるもんですから、

具体的な事例を見れば、あそこはすぐ浜名川が通っ

ておりますし、すぐ水位が上がったときにお客さん

はどうするかとか、その近隣の住民が逃げる場所を

確保されてるのかとか、いろんな要件があると思う

んですけども、そういうものを見ながら勉強させて

いただきたいと思います。 

 やっぱりここで一番大事なことは、浸水想定区域

なもんですから都市機能とか居住誘導区域に含めな

いと書いてありますと、言葉というのは独り歩きす

るんです。一般市民というのは、それから連想して

いろんなことを勝手に思い浮かべる人も多いもんで

すから、これを読んでくださいというだけだと独り

歩きすると思うんです。そこが一番問題って思って

おります。その結果、駅周辺のとこには何も新しい

ものはできないとか、住んでる人が困るような状況

に陥るとかそういうことを心配しておるわけです。 

 次に最後の質問ですけども。 

○議長（馬場 衛） ４番でいいですか。 

○２番（加藤治司） ４番です。いろいろ湖西市立

地適正化計画を策定される中で、津波の浸水シミュ

レーションというのをやっていただきました。私も

その説明はたまたま参加してたんですけども、今ま

でのシミュレーションですと、遠州灘のほうから波

が来て浸水するよという話でしたけど、今回はあそ

この旧国道１号のところを潮見坂のほうへ上ってい

きますと、やっぱりあっちからずっと下ってるのは

実感として分かるわけなんですけども、そういう水

の流れを考慮して浸水したときにやりますと、中間

の隔てる堤をつくると、新居町駅周辺のほうに流れ

てくる水位が大分減少するっていうシミュレーショ

ンが出てました。70億円って莫大なお金なんですけ

ども、そういうものを今後市として、今、静岡県で

も沿岸で静岡モデルというのでやられてます。そう

いうのを参考にして、まず今は逃げる場所を確保す

るということで、命山とかいろいろ高いゲートをつ

くっていただいて、もうじき高師山が完成するんで

すけども、その後どういうふうにお考えなのか。こ

れは今まで質問してきた、最終的なそこに住んでる

方々への安心情報ということに、すぐにではないと

思いますけどなると思うんですけども、そういう今

後の計画が今あるかどうかまだ分かりませんけども、

そういうお考えがありますようならお願いしたいと
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思います。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 加藤さんからお話があった防潮堤のお答えももち

ろんさせていただきますけれども、その前にずっと

気になってたのが、多分、今回の湖西市立地適正化

計画というか今の部長とのやり取りの中で、誤解が

あってはいけないので一応申し上げておきますけど

も、湖西市立地適正化計画をつくったそもそもの目

的というのは、やっぱりコンパクトシティを進める

という大きな方向性の中で、ずっと湖西市がこれま

でも言われてきた、議会からも御提言をいただいた

ような線引きによって特に市街化調整区域、そちら

の家が建てたくても建てられないだとか、だから若

い人が市内の中心部なのか市外に出てしまうとか、

そこを解消しようということの目的のために湖西市

立地適正化計画をつくったわけです。 

 具体的に何かというと、新居地区のお話は十分承

知してますけれども、例えば鷲津駅前の本興寺の横

の山だとか、鷲津小中学校の横の山だとか市街化区

域の中でも使われてない山とか畑とかになっている

と、そこがネックになって白須賀だとか市の北部地

域だとか、そういうとこへの市街化区域の拡大が図

れないという農地法というのか都市計画の大きな課

題があるので、そこをこの湖西市立地適正化計画も

一つの誘導計画として、今ちょうどそれを湖西市立

地適正化計画を基にした、９月補正に向けて土地の

利活用のインセンティブの中身は詰めていただいて

ますけれども、そういったことで市街化区域をまず

埋めないともっと土地の活用が進んでいかないんじ

ゃないか、結局家が建たない、もしくは商業施設が

建たないというところがこれまでずっと湖西市長年

の課題であったわけですから、それを前へ進めよう

というようなものが一つの手段として湖西市立地適

正化計画をつくったということを御理解いただけれ

ばと思います。その中で新居地区はどうかといって

も、既に市街化区域にかなりのおうちだとかさっき

のイオンタウンもそうですけれども、これから埋ま

ったり埋まっていく部分があるので、そこに関して

は何か今これから変えていくものではなくて、通常

の用途地域の中で土地開発だとか、そこは引き続き

やっていくということを御理解いただければという

ふうに思っております。 

 その中で、もちろん津波の御質問にあった浸水域

というものが当然ながら一つの課題というか、これ

も対策を進めていかないといけないものの重要課題

ではありますので、今回初めて、今湖西市立地適正

化計画の中で議員がおっしゃったように津波のシミ

ュレーションに関しても防潮堤のシミュレーション

も行っていただいたわけです。もともと、その前に

はずっと静岡モデルの推進ということで津波の避難

タワーだとか命山だとか、まずは命を守るというこ

とを進めてきていて、今年の秋には高師山が完成を

すればまずは空白域がなくなるということ、これは

議員も御理解をいただいていると思います。次のス

テップとして、さっき言った土地の財産、おうちの

財産そういったものを守っていくものが他市町でも

進んでいる防潮堤だということですので、これを今

回のシミュレーションに基づいて、じゃあさっきの

70億円というお話がありましたけれども、二線提に

よって70億円でつくることがいいのか、もしくは

160億円かけてざっと白須賀のほうまで含めてずっ

とつくることがいいのか、はたまたそんなにお金を

かけずに一部をやることがいいのか、またはやらな

いという選択肢もあるかもしれませんけれども、こ

のシミュレーションでやっとどういったものをどう

いったお金をかけてできるかということが分かった

わけですから、それを具体的にするためにはこれか

らそこを地域の方々、数日前に議会の冒頭でも申し

上げましたけれども、当然ながら新居地区の方々、

白須賀地区の方々、沿海部の方々、もしくは湖西市

全体として税金を使ってつくるつくらないを決めな

きゃいけませんので、沿海部以外の方々とのお話合

いもしていかなきゃいけませんので、そういったも

のをこのシミュレーションを基に、今年度準備をし

ていただいてますけれども、例えばこれからタウン

ミーティングを行ったりだとか意見交換を行ったり、

また静岡モデルということで県の浜松土木事務所の

皆さんにも、新居弁天の地域も、観光拠点化も含め

て頑張っていただいてますので、防災と観光と両面
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からそこは県と連携して、どういったモデルでやっ

ていくかということを、これから県と市と地域住民

の方々と前に進めるために議論を深めていかないと

いけないと、それを今年度からやっていかないとい

けないというふうに思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。今

市長が、今年度からやっていかなければならないと

いうことを言われましたけど、具体的にそれはどこ

の部署でやられるんですか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（安形知哉） お答えをいたします。 

 防潮堤を含めて沿岸地域の津波対策、防災対策に

つきましては所管を危機管理課、こちらのほうが所

管となってやるんですが、今後については今市長が

言われたようにタウンミーティングの発信であった

り、それぞれの地域で説明に入る、そういうような

形で今後計画はしていきたいと考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。 

 先ほどの市長の説明といろんな土地の利用全般に

わたって説明いただきましたけども、私の今回の質

問のメインは新居町駅周辺の浸水対策これがやっぱ

り、あそこにも相当な人間がまだ居住していますん

で、そういうものをどうやって市のほうは考えてい

ただけるんだろうかということを、ある程度方向性

を出していただければ、住んでる方たちの安心情報

ということで、当然、新居地区の人たちは避難する

という訓練を相当一生懸命やってますけども、プラ

ス浸水を防ぐためにこういうことも将来は考えてく

れてるんだということを、これから生活する上での

安心情報というのを与えていただきたいなというこ

とで、今回質問させていただいたもんですから、ま

たお答えになられた内容も今後議会のほうでも個人

的な問題というか、地域の問題として確認させてい

ただこうと思いますので、お答えは結構ですからよ

ろしくお願いしたいと思います。以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、２番 加藤治司君の

一般質問を終わります。 

 ここで休憩を取りたいと思います。 

 暫時休憩といたします。再開を11時10分とさせて

いただきます。 

午前10時56分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 一般質問を続けます。 

 次に10番 佐原佳美さんの発言を許します。それ

では、10番 佐原佳美さん。 

  〔10番 佐原佳美登壇〕 

○10番（佐原佳美） 10番 佐原佳美でございます。

通告に従いまして、１題、ヤングケアラーの支援に

ついてお伺いいたします。 

 質問しようとする背景や経緯は、今年の４月、公

明党はコロナ禍においてＤＶや低年齢者と女性の自

殺者が増加しているところから、社会的孤独・孤立

の調査を全国的に実施しました。私は市内の地域包

括支援センター、障がい者支援施設、健康福祉部各

課、民生委員さんなど27人にアンケート調査をさせ

ていただき、孤立化の懸念があるとして多くの方か

ら挙げられてきたのが8050問題と言われる80代の親

と50代のひきこもり状態の子供の世帯のことでした。

親亡き後の50代、60代の不就労の子供の生活に関わ

る機関が市内にないという意見が多く、この問題に

ついてはかつて私が一般質問しましたが、数年たっ

た現在も変わっていませんでした。 

 そして、さらにショックな事例として挙げられて

いたのが、不在がちな親に代わり、上の子が幼稚園

児の弟妹への世話をしている家庭でした。数年前か

ら教育新聞などで目にしていたヤングケアラーが湖

西市にもいたのでした。 

 どことなく人ごとと思っていたのですが、ヤング

ケアラーとは家庭で両親や祖父母、兄弟の世話や介

護をしている18歳以下の子供のことと定義されてお

ります。年齢や成長の度合いに見合わない重い責任

や負担を負うことで、本人の育ちや教育に影響があ

るといった課題がありますが、家庭内のデリケート

な問題で友達に知られたくない、本人や家族に課題
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の自覚がないことなどから、支援が必要であっても

表面化しにくく、子供であるがゆえに支援制度を知

らないで地域や友達から孤立していく状況にある子

供たちを指します。 

 厚生労働省と文部科学省は、両省の副大臣を共同

議長とするヤングケアラーの支援に向けた福祉・介

護・医療・教育の連携プロジェクトチームを立ち上

げ、昨年の12月から今年の１月にかけて初めての実

態調査を行いました。 

 公立中学校1,000校と全日制高校350校の２年生に、

インターネットでアンケートを実施し、約１万

3,000人から回答を得て、４月12日に公表された調

査結果は、世話をしている家族がいる生徒の割合は

中学生が5.7％でおおよそ17人に１人、全日制高校

の生徒が4.1％でおおよそ24人に１人、つまり中学

２年、高校２年生のクラスに１人から２人存在する

という結果でした。 

 その中の、世話をしているが自分のやりたいこと

への影響は特にないとの回答が半数だった一方で、

ほぼ毎日家族の世話をしている中高生は５割弱、１

日平均７時間以上している子が約１割で、世話の対

象の家族は兄弟が最多で中学生で６割、高校生で４

割ということで子供らしい暮らしができずにつらい

思いをしているヤングケアラーに勉強や睡眠の時間、

友達と遊ぶ時間を確保し、人生で一度の青春時代を

満喫できる環境を、大人が早期に整備しなくてはな

らないと思いました。 

 質問の目的は、ヤングケアラーを早期発見・把握

し、子供らしい生活が送れるような福祉・介護・医

療・教育機関の連携による支援策を早期に確立して

ほしいためです。 

 では質問事項１、ヤングケアラーの現状はどのよ

うに把握されていますか、お願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 市民からの相談などの中から、子供の環境福祉に

分類されるヤングケアラーに関する課題が浮かび上

がってくることがあります。その時点で、その家庭

内に顕在化している問題の要因の１つとして把握す

ることになり、それらを含め支援に向けた相談を総

合的に行っているところでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 総合的なという御回答なので

ちょっと詳細が見えにくいんですけれども、どのよ

うに把握というと方法ということになるので、先ほ

どは子供の環境福祉が必要となるケースがあればそ

れに関わってるということでしょうけれども、もう

ちょっと具体的に、この間何人ぐらいあるって把握

してるかとか、これが先ほど申し上げましたように

健康福祉部の４課に、私も社会的孤立のアンケート

をさせていただいた中で上がってきたものだったも

のですから、高校生が幼稚園の弟や妹の世話をして

いる、それで自分は大丈夫なのかって相談に来たと

いう事例をお聞きしたので、よその市のことではな

いなというところで伺ってるので、福祉事務所とし

ては把握してると思うんですけれども、もう一度お

願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 ヤングケアラーにつきましては、家庭内のデリケ

ートな問題でなかなか情報が外部に伝わってこない

というのは、議員も御承知のことかと思います。こ

こ数年、御相談をいただいている内容をちょっと遡

って確認をさせていただきましたが、市内において、

ヤングケアラーに関する御相談という内容にたどり

着いたものが数件という形で確認をさせていただい

てございます。 

 特に、環境福祉に関する相談につきましては、平

成22年が12人の御相談をいただきましたが、令和２

年には47人と約４倍になっているという状況を確認

させていただいているところでございます。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。いろいろな相

談を受ける中からたどっていくと、平成22年と比べ

て４倍にもなってきているという現状を把握されて

るということで分かりました。 

 では、２番目の質問に行かせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 
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○10番（佐原佳美） 小中学校教職員のヤングケア

ラーの認知度はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 調査による正確な把握はしておりませんけども、

今年の４月に発表されましたヤングケアラーの実態

に関する調査研究報告あるいは新聞、テレビ等によ

ってヤングケアラーの定義や実態が教職員に認知さ

れてきたところだというふうに思っております。 

 教職員の認知度を上げることで、子供と接する時

間が長く、日々の変化に気づきやすい教職員が支援

の必要性に気づき、早期発見につながるというふう

に考えております。引き続き、教職員の認知度が向

上するよう努めてまいりたいというふうに思ってお

ります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 最前線の先生なので、ぜひと

もよろしくお願いいたします。 

 各自治体が虐待時などを支援するため設置してい

る要保護児童対策地域協議会、いわゆる要対協とい

うところに対する厚生労働省からの2018年度の研究

の報告書によると、ヤングケアラーの概念を認識し

ていないっていう答えが2018年72.1％でしたが、翌

年の2019年度の調査では50％強が認識していないと

いうことで、１年で大分認知度は上がってきたかな

とは思いますが、まだまだ50％強の方たちは認識し

ていないというそういう関係機関の方たちの状態で

す。認識していた協議会でも実態を把握していたの

が30％という報告がありました。 

 認知度は全国的に低いわけですが、2015年に日本

ケアラー連盟が新潟県南魚沼市の小中学校教職員を

対象に行った実態調査では、調査をきっかけに教職

員や保健師、民生委員などの関係者に認知度が高ま

ったと言います。見ようとしないと見えない、見よ

うとしても見えにくいと言われるヤングケアラーで

す。厚生労働省、文部科学省の共同プロジェクトチ

ームが先月５月17日に公表した取りまとめ報告に、

それぞれの自治体において実態把握のための調査が

実施されることが望まれるとありました。今も教育

長がおっしゃったとおり、調査はしてないけれども

という御答弁でしたが、当市でもヤングケアラーの

認知度向上と実態把握のために実態調査を行っては

いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今言ったような調査が来た

場合には、全職員調査をして広めていきたいという

ふうに思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 調査が来た場合はというのは、

文部科学省とかから調査をしなさいと来たらという

ことですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） そのとおりでございます。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 私は認知度アップや実態を把

握するために、まだ数は少ないんでしょうが市単独

でやってるところもあったので、湖西市としてやっ

たらどうかなと、やる予定はいかがでしょうかとい

う質問です。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほども報告があったよう

に、プロジェクトチームの報告の中に、リーフレッ

トだとかそういったものを発行して認知度を上げる

というようなこともありましたので、それらのもの

を有効に使いながら認知度を上げていきたいという

ふうに思っているところであります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 国のほうも教育新聞なんかで

も２年ぐらい前からとか、いろいろ調査を見るとも

っとあったのかもしれません、先ほどの2015年とい

うような、日本ケアラー連盟が南魚沼市でやったと

いう調査とかの報告もあるので問題にはされていた

と思いますけれども、国全体としては本当に始まっ

たばかりというところで、市独自でというとよっぽ

ど大きな事件でもない限りには、動き出す予定はな

いというふうに理解いたしましたが、積極的に国の

ほうもスピード感を持ってやっていく必要があると

いうこのプロジェクトチームの報告で一文が中にあ

りましたので、きっと早い段階で来ると思いますの
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で対応していただけたらと思います。 

 では３番。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○10番（佐原佳美） スクールソーシャルワーカー

を増員し、児童生徒の相談支援体制を拡充してはい

かがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 本市におきましては、静岡

県の教育委員会からスクールソーシャルワーカーが

１名、スクールカウンセラーが４名、市内に配置を

されております。 

 ヤングケアラーの支援については、スクールソー

シャルワーカー、スクールカウンセラーとの連携、

教育、福祉の面からどのような支援ができるのか、

相談しながら今後も対応してまいりたいと思ってお

ります。必要に応じて県に増員、こんなことも要望

してまいりたいと思っております。以上でございま

す。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 先ほどから言っている厚生労

働省と文部科学省の副大臣を議長とするそのプロジ

ェクトの報告では、家族の世話について相談した経

験の有無について、中学２年生の67.2％、全日制高

校２年生では64.2％が誰にも相談したことないとい

う回答がある一方で、学校や大人に助けてほしいこ

とは何かという質問には、今の状況について話を聞

いてほしい、進路や就職など将来の相談に乗ってほ

しいというのが一、二割あり、それから勉強を教え

てほしいとか、不登校になりたくはないけれども夜

寝てないので朝に起きられなくてだんだん行く時間

が遅くなるとか、あるいは心身症になって登校でき

なくなる子供たちといういろんな例がネット上にも

出ていますし、ＮＨＫのクローズアップ現代などで

も取り上げられておりましたけれども、その子たち

が相談先として市役所や保健センターって行きたい

と思った子というのはほとんどなくて、やはりＳＮ

Ｓやオンライン相談による相談とかケアサポート、

同じ経験をしている子供同士のオンラインサロン等

を希望しているという意見があり、さっきのプロジ

ェクトチームでもそれらを充実させていく必要があ

るという報告もされていますけれども、このような

ヤングケアラーについての相談窓口としては、先ほ

ども言われたソーシャルワーカーやスクールカウン

セラーがまずは学校の窓口としては一番最適かな、

あるいは養護の先生、保健の先生などが最適かなと

思いますけれども、今本当に窓口へ足を運ぶという

ことをましてや学生はしないし、スマホや先ほどの

タブレットというものがある中で、そういうＳＮＳ

を使うということが最優先になってくるかと思うん

ですけれども、国がそのようなことを推奨されてき

た場合には、ぜひとも湖西市としてもそれらのオン

ラインによるいろいろな相談窓口の開設や相談事業

をしていただきたいと思うんですけど、まだちょっ

と先のことになるかとは思いますが、意気込みを一

応お聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 教育委員会としてというこ

とですか、福祉、市として。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん、その辺の質問

をもう一度お願いいたします。 

○10番（佐原佳美） それは全庁的に相談していた

だいた上で、いろんなＤＸ推進とかもやっておりま

すので。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） これは教育委員会だけじゃ

なくて福祉のほうとも関係がありますので、そうい

う事柄については連携を深めて対応していきたいと

いうふうに思っております。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん、いかがですか。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。ま

だまだ本当に国としても駆け出したばかりで、まだ

まだヤングケアラーって何っていう世界の人たちや

市民も多い中での動きですので、いろいろな動きに

注視しながら積極的に取り組んでいただきたいと思

います。 

 では４番目。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） 総務省の就業構造基本調査と

いうのによりますと、15歳から29歳で介護を担う人

は、2012年の17万7,600人から2017年には21万100人
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と５年間で３万人以上増えているという報告があり

ます。核家族の増加に伴っての家庭内での介護力が

不足して、18歳未満のヤングケアラーのみならず若

い世代への介護負担というのがかかってるという状

況だと思いますが、健康福祉部に令和４年度設置予

定の子ども家庭総合支援拠点の支援内容に、ぜひと

もヤングケアラーも含め、多機関連携支援の拠点と

して機能してほしいがいかがでしょうか。国のこの

プロジェクトチームの報告には、やはりそういう窓

口を設置すべきとあるんですけども、当市は３月議

会のときに、子ども家庭総合支援拠点という構想を

来年４月設置予定という答弁をいただいているもの

ですから、そこを機能としていけたら先駆けるかな

と思ったんですがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 ヤングケアラーにつきましても、支援に向けた総

合的な判断のための事柄の一つとして、相談や支援

を進めていくことになりますので、支援拠点の機能

に含まれているものと認識をしております。以上で

ございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。関連する機関

が多いのですが、ぜひともよろしくお願いいたしま

す。 

 では５番。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○10番（佐原佳美） ヤングケアラーの第一発見者

となりやすい教職員、民生委員、スクールソーシャ

ルワーカー、スクールカウンセラーをはじめ、ヤン

グケアラーが担っているケアの支援に関わる機関の

ホームヘルパーさんとか訪問看護、ケアマネジャー

などにヤングケアラーに関する研修をして問題に気

づく目を養うよう、市として働きかけていただきた

いと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今の質問の中たくさんの部

署に関わることが多かったですが、まず教育委員会

に関わることについては私からお答えさせていただ

きます。 

 教職員の目を早く養って早く発見できるようにと

いうふうな事柄については、先ほどもありましたけ

どもスクールソーシャルワーカーの仕事の一つに教

職員の研修というのも入っております。ですので、

スクールソーシャルワーカーを交えたそういう研修

を行ったり、あるいはヤングケアラーの支援に向け

たプロジェクトチームの報告にも述べられてはおり

ますけれども、文部科学省や県から通知やリーフレ

ットなど出されますので、それらを活用し、研修を

実施してまいりたいと。 

 研修により教職員が早期にヤングケアラーを発見

する目を養い、発見後は速やかに関係機関と連携し

て適切な支援に当たることができるよう、進めてい

きたいというふうに思っています。教育委員会とし

ては以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 健康福祉部が、ワクチン接種

で大変御多忙を極めてるところで自粛の要請もあり

ましたが、どうしても介護っていうと福祉部門への、

先ほども言ったホームヘルパーだとかケアマネジャ

ーだとかそういう人たちが関わっていて、ケアマネ

ジャーというのは介護保険制度を御利用になった方

はお分かりのとおり、月１回訪問して来月の予定は

これでいいですかという確認する仕事なんですけど、

ヤングケアラーのいる家庭には１週間に一遍訪問し

て、その子の話を聞いてあげていたケアマネジャー

さんもいるというのも、４回あったプロジェクトチ

ームの勉強会の中の一つに報告がありました。そん

なように、福祉の部門としても関係機関への研修を

お願いできたらと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 教育委員会の教育長の答弁とダブるとこがあるか

と思いますが、やっぱり福祉部門だけでは対応でき

ないものもありますので、教育関係、それから医療

など多岐にわたる関係機関が連携して取り組むべき

内容だと考えております。 

 この問題につきましては、これから国が示されま

す内容を踏まえまして、ヤングケアラーをまず認知

していただくための取組をはじめ、研修会等も計画
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をしてまいりたいと考えております。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。優し

いお気持ちの籠もった答弁でうれしいです。では、

ぜひとも推進していただきたいと思います。 

 では６番。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問ですね、どうぞ。 

○10番（佐原佳美） 2022年度から2024年度までの

３年間が、ヤングケアラーの社会的認知度向上の集

中取組期間と国が定めておりますが、先ほどから国

がリーフレット等を作成したり、あるいは県がどう

なるか分かりませんけれども動いたりしたらそうい

うものは活用しますよというお話がありましたが、

そこら辺の思いというか、まだまだ具体的な計画作

成には至らないでしょうが、予定や思いを教えてく

ださい。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 先ほどまでの答弁と重複するところはございます

が、まず今後、国はヤングケアラーに対する理解促

進のための研修や啓発イベントの実施、自治体の相

談体制への支援を行っていく方法などについて検討

されてると伺っております。 

 市といたしましては、国から具体的に示される内

容を踏まえまして、子供たちとその家族にとって有

効となるような取組を実施してまいりたいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ぜひともよろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 

 最後に、結びの言葉となりますが、これまでの日

本の医療や福祉の制度というのは、ケアが必要な方

を中心とする制度でつくられてきましたが、ケアを

する人も介護保険制度なんかできて、ショートステ

イとかそういうのは本当に介護する方へ少し休養を

取っていただくとかそういう部分もあって、そうい

う目が向けられてくるようになりましたが、やはり

ケアをする人もケアを受ける側なんだと、燃え尽き

症候群になったり、職員というかそういう従事者も

そうなんですけれども、いま一度、ヤングケアラー

へのそのような視点を向けて支援をお願いしたいと

思います。中には、親御さん自身が病気であったり

して子供の手助けを借りているとなると、支援を拒

否するケースも多いように報告もされております。

でも、何の支援も入らなければ本当に社会的地域の

中での孤立ということがあって、最悪ないろんな状

況も予測されるので、子供が可能な限り介護を担い

ながらヤングケアラーという18歳以下だけではなく、

若い世代の人たちが介護のために仕事も転々としな

きゃいけないという事例もたくさん報告されていま

すので、就労にも移行できる共生社会、地域で支え

合う土壌づくりができるように、共々に知恵を出し

てまいりたいと思います。 

 では、スタートするところではありますが、今後

の計画の推進をよろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、10番 佐原佳美さん

の一般質問を終わります。 

 次に４番 三上 元君の発言を許します。それで

は、４番 三上 元君。 

  〔４番 三上 元登壇〕 

○４番（三上 元） ４番 三上 元でございます。

湖西で暮らそうというパンフレットを見ました。 

 質問の背景と経緯でございますが、湖西市には働

く場所がいっぱいありまして、昼の人口が夜よりも

多いわけでございます。そこで、他市よりも住みや

すい何かを具体的に提案すれば、もっと住んでくれ

るのではないかと考えます。市長も同じ思いで、湖

西で暮らそうの３ページ目に、「こさいで暮らすと

いいコトたくさんついてきます。」と書いているの

だろうと感じました。 

 そこで、当市の次のような制度を市は持っており

ます。わ～くわく「こさい」で新生活！奨学金返還

支援補助金、新婚さん「こさい」へおいでん新生活

応援金、住もっか「こさい」定住促進奨励金、移住

就業支援補助金、高校生までのこども医療費助成、

湖西市開業パワーアップ支援資金利子補給制度など

がございます。しかし、僅かな効果しか得られてい

ないなと、もっと注目される策が必要な気がいたし
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ます。 

 そこで質問でございます。やはり財源が確保され

なければ、大胆な策を打ち出せることができないの

で、そのための基金、仮称住みたい湖西市にするた

めの基金を新設してはどうであろうかと考えるに至

りましたので、この考えを検討に値するかどうかと

いうことについて質問をいたします。 

 第一の質問であります。今年４月９日、中日新聞

に磐田市政の課題と題して子育てするなら磐田市の

キャッチコピーの下で、2012年の児童福祉費69億円

であったものを、2021年度は112億円に膨らめた、

しかし出生数は減少を続けていると書かれています。

しかし、国全体はもっと減少しているから、減少が

少ないのであれば効果があったのかもしれません。 

 こども医療費も高校生までは500円の自己負担だ

けで、2018年10月から拡充したということでござい

ました。それでは湖西市と近いような制度も持って

いるわけです。湖西市も努力しておりますが、他市

でも努力して自分の市の魅力向上に努力しているこ

とが分かります。 

 そこで質問です。湖西市に住んでよかったと思っ

てもらうには、今程度の湖西市の制度で十分だとお

考えになっているのか、もっと強い何かを打ち出し

たいんだという希望を持っているのかどうかについ

てお聞きしたいと思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 湖西で暮らそうもお読みいただいたそうで、あり

がとうございます。あれは僕というよりも、多分、

移住定住を促進する職住近接を進める職員さんがい

ろんなアイデアで書いてくださってますので、ぜひ

これは大勢の方々に読んでいただいて浸透するとい

いなというふうに思っております。 

 今の御質問のお話ですけども、これは新しい議員

さんもいらっしゃるんでもしかしたらあれですけど、

前から何度も申し上げてるとおり、住もっか「こさ

い」定住促進奨励金だとか、今おっしゃっていただ

いたような様々な制度というのは、るる随時これま

でも創設させていただいてきておりますけれども、

これはこれで必要十分かというと当然不断に見直し

たりだとか創設をしたり、もちろんスクラップする

ものもあるかもしれませんけれども、これが移住定

住だったり職住近接のきっかけの一つ、住もっか

「こさい」定住促進奨励金なんかのときにここで申

し上げたのはよく覚えてますけれども、住もっか

「こさい」定住促進奨励金で家を建てたら最大100

万円だとかというのは一つのきっかけにすぎないと

いうふうに思っております。もちろんこれがきっか

けで湖西市に住んでいただく、もしくは浜松市や豊

橋市と迷ってる中で湖西市を選んでいただくきっか

けになればいいなということで、もちろん実績も上

がっているわけですけれども、この支援制度で必要

十分ということはなくて、移住定住もしくはずっと

ここに住み続けていただくことを不断に行っていか

なければならない。高校生の医療費無償化なんかは

よく、子育て世帯の方々からお声がけいただいて感

謝されることも多いですけれども、そういったよう

な計画的な施策も引き続き行っていかなければなら

ないというふうに認識しております。 

 今回のここでの数日前の所信もそうですし、様々

なところで予算の発表等々でも申し上げてますけれ

ども、今言ってるのは４本柱です。やはり安全・安

心、医療福祉ですとか子育ての支援充実、さらにワ

ンショットではなくて中長期的な、２つをよく申し

上げてますけれどモノづくりの人材育成とか産業ネ

ットワーク、そしてさっきの加藤議員の質問にもあ

りましたとおりやはり土地の利活用、宅地だとか商

業施設とか工業、企業誘致も含めてこういった土地

の利活用を湖西市としてはもっともっと中長期的に

進めなければいけないというふうに思ってますので、

こういったことが職住近接につながるものとして。 

 どれを一番にというのはなかなかやはり限らず、

財源の中で毎年毎年、もしくは補正も含めてやって

いかなければなりませんけれども、これを不断に行

っていくことが必要だというふうに考えております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） どうもありがとうございまし
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た。十分とは思っていないので、まだこれからもこ

れを拡充したいし、場合によってはスクラップアン

ドビルドも含めて、十分これについては注意深く考

えていきたいというふうにお伺いいたしました。 

 これで十分だといったら２番目の質問はやめても

いいなと思ってたんですが、十分とは考えていない

という言葉がありましたので、そこでいろいろ私も

考えまして、当市は財政力指数が１を超えている数

少ない市でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上さん、２番目の質問に入

っておられるわけですね。 

○４番（三上 元） そうです。 

○議長（馬場 衛） 結構です。よろしくお願いし

ます。 

○４番（三上 元） そのゆとりの部分をここすな

わち湖西市の魅力を表現するために投入してはどう

でしょうかという提案です。 

 まず、財政力指数の算出から除外されている２つ

の財源があります。競艇企業団からの収入とふるさ

と納税の実質差益でございます。それに、財政力指

数で１を超えているのであれば、それは余裕金額で

すからそれもここ基金に投入する。このまず３つを

住みたい湖西市にするための基金に入れまして、そ

して毎年その基金残高を眺めて衆知を結集して、使

い道を決めようという形で広く意見も募り、もちろ

ん職員も知恵を絞り、いろんな内外からの意見も含

めて何を使ったらいいのか、いっときだけの支出の

ものと一旦制度として確立するとずっと、永久にと

いうことはないんでしょうが５年、10年は続けなけ

ればならないようなものと２つの種類があるかと思

いますので、例えば高校生までの医療支援などとい

うのは、つくった瞬間、来年やめたということにも

いかないと思いますので、長期的な支援の下にやる

ぞという決心をしたのかと思います。 

 そういう２種類のものはありますが、この基金を

つくることによって住みたい湖西市をつくるという

市長の決心がそこに、内外ともに知れ渡るのではな

いだろうかと。でも万一の備えは必要です。それは

財政調整基金というものによって、万が一のときに

はそれを対応するというものが一方ではありますの

で、この２つの基金を考えながら片方の新設するも

のは、湖西市の魅力づけのために使うんだという決

心の基金でありますが、検討していただけるかどう

かをお伺いいたします。以上です。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 アイデアをありがとうございます。財政力指数１

超えていいねというのはいろんな方から言われるこ

ともありますけれども、最近の３か年なんか見てて

も1.02とか本当に昔はよかったっていうのが現実、

僕はそういうのは経験してないんですけれども、全

く余裕がなくて、今議員のおっしゃった財政調整基

金とかは万が一のと言いながら毎年取り崩してるよ

うな状況ですので何とかそれは、今の職住近接もそ

うですし福祉なんかは毎年毎年社会保障費が増大し

ていますので、そういったところに充てるためにも

財政調整基金を毎年取り崩してるという現実は認識

いただかなければならないかというふうに思ってお

ります。もちろんその中で、やはり職住近接を進め

る持続可能な湖西市に住んでいただくというところ

は、極力、重点的に予算配分したいと思っておりま

すし、それがどの分野に行くかというのは年によっ

ても違いますし、新たなものを今年みたいに、昨日

あったゼロカーボンシティ宣言であったり立地適正

化計画だったり様々なものが現れてきますので、そ

こに充てる財源は当然考えなければいけません。 

 その中で、基金をつくること自体は別に否定しま

せんけれども、基金を乱立させることはさすがによ

くないので、これは10年前ぐらいでしたか、官邸の

ほうからも基金を新たにつくるようなあれは控える

ように多分全国に出されておりますので、必要なも

のとしての基金、財政調整基金もそうですし湖西市

にあるような公共施設の積立金だとか福祉関係、あ

しなが関係もそうですけれども、そういう必要なも

のは積み立てて、複数年度で使っていくということ

だと思いますけれども、今議員がおっしゃったよう

な住みたい湖西市のための基金というと、僕のイメ

ージとして一般会計が全部その基金になるのかなと

いうふうに思っておりますので、この一般会計とい

うこれも限られた財源ではありますけれども、そこ



７４ 

を日々もしくは年ごとに考えて、複数年先のことも

考えながら住みたい湖西市、職住近接につなげるよ

うな配分をしなければいけないというふうに思って

おります。 

 御指摘のあった競艇だとかふるさと納税というの

は、当然、毎年ありがたく億円単位でも頂いてます

ので、大事な貴重なありがたい財源だと思っており

ますし、これはもちろんその御意向ですとか使途も

公開させていただいております。ふるさと納税も７

つの使途のうち意向に沿った形で使わせていただい

ておりますので、そこはありがたく一般財源の中で

運用していきたいというふうに考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） 一般会計の中で毎年考えてい

るのは、その趣旨そのものであるというのは回答い

ただいたわけですが、私はおっしゃるように基金の

乱立の必要はないし、既に存在している基金はある

けれどまるで使い道がなくて困ってるようなものが

あるにはあるんです。だから、基金の統廃合という

ことも一方で考えていく必要はあるんですが、湖西

市の魅力づけをするための基金なんだというものを

つくるということに、市長もやる気を見せる、ある

いは湖西市全体が住んでほしいんだということをこ

れから強く打ち出すという意欲になるのではないか

と思うので、何となく今の回答だと特に考えてない

よというふうに捉えたので、もう一度回答を、同じ

ことなら同じでもいいですが回答していただきたい

と思います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 冒頭で基金の統廃合は、当然これは今後見直して

いくこともあろうかと思います。 

 その中で、新たな基金で意気込みというかやって

いくんだというのは、あくまでも基金は手段ですの

で基金という形態ではなくて、当然ながら毎年の、

もしくは補正も含めたいろんな予算の編成だとかこ

の政策の中で職住近接はこれまでも進めてきており

ますし、そういった新しい政策も含めて湖西市はこ

ういうことをやっていくんだということを前面に出

して、御説明なり御理解をいただいてこれからも進

めていきたいというふうに考えております。それが

まさに名目とかではなくて、政策を実行するという

ことがやっぱり職住近接につながっていくと、自分

では考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○４番（三上 元） ありがとうございました。納

得はしませんが、答えとしては理解いたしました。

以上であります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、４番 三上 元君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、６月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 お諮りいたします。14日は一般質問の予備日とし

ておりましたが、全ての一般質問を終了いたしたこ

とから休会といたしたいと思いますが、これに御異

議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議ないものと認めます。し

たがって、14日は休会といたします。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでし

た。 

午前11時55分 散会 

───────────────── 

 


